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連合2015平和行動連合2015平和行動連合2015平和行動
　連合は平和四行動として、６月23日～25日に
平和行動in沖縄、８月５日～６日に平和行動in広
島、８月８日～９日に平和行動in長崎、９月12日
～13日に平和行動in根室を開催しました。
　被爆70年という節目の年に、平和運動の次世
代への継承が喫緊の課題である中、平和の大切さ
を被爆地長崎から発信し、戦争・核兵器のない明
るい未来を目指すため、次世代を担う若者として
積極的に行動しました。
　連合長崎青年委員会から平和行動in長崎を初
め、沖縄に２名、広島に３名、根室に１名参加し
ました。また、平和行動in長崎に向けて万灯作成、
平和の泉清掃を青年・女性委員会主催で開催しま
した。
　平和行動in沖縄では、連合平和四行動の青年委
員会(連合沖縄、連合広島、連合北海道、連合長崎)
の代表者が登壇し、パネルディスカッションが行
われました。連合長崎青年委員会を代表して朝長
事務局長（自治労）が登壇し、「被爆70年という節
目の年に、地域の若い世代が実行委員となり、浦
上天主堂再現プロジェクトが計画されている」、

「構成組織の青年部の会議に出席し、平和の取り
組みを紹介している」など、地域や連合長崎青年
委員会の取り組みなどについて紹介しました。
　平和行動in広島では、平和キャラバン隊として
６名（青年、女性委員会など６名で編成）参加し、
そのうち青年委員会より３名参加しました。長崎
市役所、長崎県庁で開催された出発式では、平和
キャラバン隊を代表して大坪幹事（全労金）、柳川
幹事（基幹労連）の力強い決意表明があり、長崎市
内、福岡市内を街宣活動しながら広島へ向かい、
平和行動in広島へ参加しました。
　平和行動in長崎に向けて開催している平和の泉
清掃では、その前日から平和学習のため長崎を訪
れていた連合大分青年・女性委員会にも参加いた
だきました。また、平和学習では連合長崎事務局、
青年委員会から４名が同行しました。
　平和行動in長崎のピースウォークでは、連合長
崎青年委員会・女性委員会メンバーによる「ピー
スガイド」の案内で、原爆落下中心地公園・平和
公園内の８箇所のモニュメント・碑巡りを行いま
した。
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構成組織青年部（全駐労、全労金）との組織交流構成組織青年部（全駐労、全労金）との組織交流構成組織青年部（全駐労、全労金）との組織交流
　平和の取り組みをはじめとした連合長崎青年委
員会活動紹介及びその活動に対する意見・要望を
取り入れることや、構成組織青年委員会（青年部）
が活動を行う上での悩みなどに対するアドバイ

ス・フォローを行うこと等を目的に、昨年から構
成組織青年部を訪問し、意見交換を行っています。
　今年は10月31日に全駐労青年部、11月14日
に全労金青年部を訪問し、連携強化を図りました。

2015連合ユースラリー2015連合ユースラリー2015連合ユースラリー
　2015年11月13日～15日、琵琶湖グランドホ
テル（滋賀県）にて、2015連合ユースラリーが開
催され、全国の構成組織より300名が参加し、連
合長崎からは構成組織より１名が参加しました。
　2015連合ユースラリーは、次代の労働運動を
担う青年組合員が労働組合・連合の意義について
学び、労働組合への参画意識を高めることにより、
あらたな運動の展開と組織強化につなげ、業種や
地域を超えたネットワークを構築し、全国的な青
年活動の活性化を図ることを目的に開催していま
す。

　１日目は、プラナブ・シャゴトラ・ITUC・AP
青年委員会議長より、「アジアの青年労働運動につ
いて」の講演、各地方ブロックの青年活動紹介が
行われました。
　２日目は、非正規労働、男女平等参画推進、連
合の政治活動等についてのグループディスカッシ
ョン、チームワークビルディング活動（チーム対
抗コミュニケーションゲーム）を行いました。
　３日目は、２日目のグループディスカッション
の結果を班別に発表し、2015連合ユースラリー
を締めくくりました。
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